
	職種：経営管理    職務：工場管理

【概要】

工場での各種業務を円滑に行うために必要となる管理業務全般。

【仕事の内容】

工場管理の仕事は、大別すると以下のとおりである。

①工場運営管理

工場の機械・備品管理、公衆衛生・環境保全・安全衛生に関する管理、工場従業者の管理・人材養成を行う業務。

②環境対策の策定・推進、評価と改善

自社に適切な環境対策を策定し、自社の環境対策推進体制を整備すると共に、環境対策の実施、評価をPlan-Do-Seeのマネジメントプロセスの観点から実施し、定期的に見直しを行う業務。

【求められる経験・能力】

（１）工場で使用している各種機械・備品についての知識や現場での使用・管理状況に関する知見をもとに、機械・備品の維持管理や更新に関する方針を策定する能力が求められる。

（２）公衆衛生・環境保全・安全衛生やクレーム・事故対応に関する諸規制を把握し、工場内で遵守すべき諸ルールの作成・改正を行うことが求められる。

（３）工場従業者の勤務状況や勤務ニーズを把握し、繁閑の差に応じた労務管理や、勤務ニーズを踏まえた人材育成を行うことが求められる。

（４）環境対策は全社を巻き込んだ取り組みとなることが多いことから、スタッフに理解と協力を求めながら進めていくためのチームワーク能力やコミュニケーション能力及び問題解決能力が必要となる。

【関連する資格・検定等】

・クリーニング師（クリーニング業法、都道府県知事）

・繊維製品品質管理士（ＴＥＳ）（社団法人日本衣料管理協会）

・衣料管理士（ＴＡ）（社団法人日本衣料管理協会）

・作業環境測定士（作業環境測定法、社団法人日本作業環境測定協会）

・有機溶剤作業主任者（労働安全衛生法、各都道府県労働局、労働基準監督署、各都道府県労働基準協会）

・公害防止管理者（特定工場における公害防止組織の整備に関する法律、社団法人産業環境管理協会）

・特別管理産業廃棄物管理責任者（廃棄物処理法、財団法人日本産業廃棄物処理振興センター）

・危険物取扱者（消防法、財団法人消防試験研究センター）

・ボイラー技師（労働安全衛生法、社団法人日本ボイラ協会）

・乾燥設備作業主任者（労働安全衛生法、各都道府県労働局安全課、労働基準監督局、各都道府県労働基準協会）

・衛生管理者（労働安全衛生法、財団法人安全衛生技術試験協会）

・防火管理者（消防法）

など

【平成１１年改定・労働省編職業分類（小分類）との対応】
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